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(57)【要約】
【課題】　高い透明性を確保して透明性の向上による用
途の拡大を図る。
【解決手段】　透明材料によって形成されたベース層４
と、透明導電膜によってベース層上に形成されると共に
静電容量の変化に応じた検出信号を出力するセンス線７
とベース信号を入力する信号線８とを有する回路パター
ン５とを設けた。
【選択図】　　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
透明材料によって形成されたベース層と、
　透明導電膜によってベース層上に形成されると共に静電容量の変化に応じた検出信号を
出力するセンス線とベース信号を入力する信号線とを有する回路パターンとを備えた
　ことを特徴とする入力装置。
【請求項２】
ベース層の一方の面に回路パターンを形成した
　ことを特徴とする請求項１に記載の入力装置。
【請求項３】
ベース層をフィルム状の材料によって形成した
　ことを特徴とする請求項１に記載の入力装置。
【請求項４】
信号線とセンス線を隣接する位置に形成した
　ことを特徴とする請求項２に記載の入力装置。
【請求項５】
ベース層上に信号線とセンス線を覆う透明な保護層を形成した
　ことを特徴とする請求項２に記載の入力装置。
【請求項６】
筐体の表面の少なくとも一部にシート状に形成された入力装置が貼り付けられて構成され
た電子機器であって、
　入力装置は、
　透明材料によって形成されたベース層と、
　透明導電膜によってベース層上に形成されると共に静電容量の変化に応じた検出信号を
出力するセンス線とベース信号を入力する信号線とを有する回路パターンとを備えた
　ことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は入力装置及び電子機器についての技術分野に関する。詳しくは、透明な材料に
よってベース層と回路パターンを形成して透明性の向上による用途の拡大を図る技術分野
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　各種の電子機器における画像表示部、例えば、液晶ディスプレイ（Liquid Crystal Dis
play）、プラズマディスプレイ（Plasma Display）等や筐体の表面に配置され、指や専用
の入力ペンを近付けたり接触させることにより各種の機能を実行させることが可能な所謂
タッチパネルやタッチセンサーと称される入力装置がある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　このような入力装置は各種の方式、例えば、抵抗膜式、静電容量式、光学式、電磁誘導
式等が存在する。
【０００４】
　静電容量式の入力装置には、信号線とセンス線によってコンデンサーを形成し該コンデ
ンサーに蓄積される静電容量の変化を検出して所定の機能を実行させる電極間容量変化型
の装置がある。
【０００５】
　電極間容量変化型の従来の入力装置にあっては、ベース層として用いられたプリント基
板を誘電体とし、このプリント基板上に信号線とセンス線が形成されている。
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－６４３８６号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、入力装置は、上記したように、電子機器における画像表示部等に配置される
ことが多いため、画像表示部の表示の視認性の向上を図るために高い透明性が要求される
。
【０００８】
　ところが、上記した従来の入力装置にあっては、ベース層としてプリント基板が用いら
れているため、透明性が無く使用される用途や配置される場所が限られてしまうと言う問
題がある。
【０００９】
　また、信号線とセンス線を銅等の金属膜のパターンニング等により形成する場合にも透
明性が低下してしまう。
【００１０】
　そこで、本発明入力装置及び電子機器は、高い透明性を確保して透明性の向上による用
途の拡大を図ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　入力装置は、透明材料によって形成されたベース層と、透明導電膜によってベース層上
に形成されると共に静電容量の変化に応じた検出信号を出力するセンス線とベース信号を
入力する信号線とを有する回路パターンとを設けたものである。
【００１２】
　電子機器は、入力装置に、透明材料によって形成されたベース層と、透明導電膜によっ
てベース層上に形成されると共に静電容量の変化に応じた検出信号を出力するセンス線と
ベース信号を入力する信号線とを有する回路パターンとを設けたものである。
【００１３】
　従って、入力装置及び電子機器にあっては、透明なベース層上に透明な回路パターンが
形成される。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明入力装置は、透明材料によって形成されたベース層と、透明導電膜によってベー
ス層上に形成されると共に静電容量の変化に応じた検出信号を出力するセンス線とベース
信号を入力する信号線とを有する回路パターンとを備えたことを特徴とする。
【００１５】
　従って、透明性が高く入力装置の用途や配置される場所を拡大することができる。
【００１６】
　請求項２に記載した発明にあっては、ベース層の一方の面に回路パターンを形成したの
で、回路パターンの形成が容易であると共に入力装置の薄型化を図ることができる。
【００１７】
　請求項３に記載した発明にあっては、ベース層をフィルム状の材料によって形成したの
で、屈曲性が高く、入力装置の使用用途を広げることができる。
【００１８】
　請求項４に記載した発明にあっては、信号線とセンス線を隣接する位置に形成したので
、センス線と信号線の形成スペースが小さくて済み、入力装置の小型化を図ることができ
る。
【００１９】
　請求項５に記載した発明にあっては、ベース層上に信号線とセンス線を覆う透明な保護
層を形成したので、センス線と信号線の損傷を防止することができると共に入力装置の高
い透明性を確保することができる。
【００２０】
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　本発明電子機器は、筐体の表面の少なくとも一部にシート状に形成された入力装置が貼
り付けられて構成された電子機器であって、入力装置は、透明材料によって形成されたベ
ース層と、透明導電膜によってベース層上に形成されると共に静電容量の変化に応じた検
出信号を出力するセンス線とベース信号を入力する信号線とを有する回路パターンとを備
えたことを特徴とする。
【００２１】
　従って、透明性が高く入力装置の用途や配置される場所を拡大することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下に、本発明入力装置及び電子機器を実施するための最良の形態を添付図面に従って
説明する。
【００２３】
　以下に示した最良の形態は、本発明電子機器を画像表示装置に適用したものであり、本
発明入力装置をこの画像表示装置に備えられた入力装置に適用したものである。尚、本発
明の適用範囲は画像表示装置又はこの画像表示装置に備えられた入力装置に限られること
はなく、例えば、パーソナルコンピューター、情報端末、携帯電話、音響装置等の各種の
電子機器又はこれらの各種の電子機器に備えられる入力装置に広く適用することができる
。
【００２４】
　電子機器（画像表示装置）１は、筐体２の内部に所要の各部が配置され、図１に示すよ
うに、筐体２に設けられた画像表示部２ａの表面に入力装置３が貼り付けられて構成され
ている。画像表示部２ａは、例えば、液晶パネルやプラズマディスプレイパネル等によっ
て構成されている。
【００２５】
　入力装置３は透明なフィルム状又はシート状に形成され、画像表示部２ａが曲面形状を
有する場合には、この曲面形状に対応して屈曲可能とされている。
【００２６】
　入力装置３は、図２に示すように、透明材料によって形成されたベース層４と、透明導
電膜によってベース層４上に形成された回路パターン５と、透明なシート状の材料によっ
て形成された保護層６とが積層されて成る。
【００２７】
　ベース層４は、例えば、アクリル、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチ
レンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリフェニレンサルファイド（
ＰＰＳ）、ポリイミド等のフィルム状の透明材料によって形成されている。
【００２８】
　回路パターン５は、例えば、インジウム錫酸化物（ＩＴＯ）、酸化亜鉛、アルミニウム
やガリウム添加の酸化亜鉛等の透明材料がレーザーエッチング、ウエットエッチング、ス
パッタエッチング等によって、ベース層４の一方の面４ａに形成されている。
【００２９】
　回路パターン５は、図３に示すように、静電容量の変化に応じた検出信号を出力するセ
ンス線７、７、・・・とベース信号を入力する信号線８、８、・・・とを有している。
【００３０】
　センス線７は、静電容量の変化を検出するための電極部９と、図示しない電源回路に接
続される端子部１０と、電極部９と端子部１０を接続する細幅のリード部１１とによって
構成されている。電極部９は同心円上に位置された円弧部９ａ、９ｂと該円弧部９ａ、９
ｂの両端間をそれぞれ接続する直線部９ｃ、９ｃとから成る。
【００３１】
　信号線８は、センス線７に信号を入力するための電極部１２と、電源回路に接続される
端子部１３と、電極部１２と端子部１３を接続する細幅のリード部１４とによって構成さ
れている。電極部１２は同心円上に位置された円弧部１２ａ、１２ｂと該円弧部１２ａ、
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１２ｂの両端間をそれぞれ接続する直線部１２ｃ、１２ｃとから成る。
【００３２】
　センス線７の電極部９と信号線８の電極部１２は直線部９ｃ、９ｃと直線部１２ｃ、１
２ｃが平行な状態で近接して位置されている。
【００３３】
　入力装置３においては、電極部９、１２が所定の機能を実行するためのスイッチ部１５
又は位置検出を行うセンサー部１５として設けられている。電極部９、１２がスイッチ部
１５として設けられている場合には入力装置３がタッチスイッチとして機能し、電極部９
、１２がセンサー部１５として設けられている場合には入力装置３がタッチセンサーとし
て機能する。
【００３４】
　保護層６は、例えば、アクリル、ポリカーボネートとアクリルの重合体、ポリエチレン
テレフタレート（ＰＥＴ）等のフィルム状の透明な材料によって形成されている。
【００３５】
　回路パターン５の周辺の領域は絶縁領域１６として形成され、誘電体として機能する。
絶縁領域１６の外側の領域は接地されたグランド領域１７、１７、・・・として形成され
ている。
【００３６】
　このように入力装置３にあっては、グランド領域１７、１７、・・・が形成され、該グ
ランド領域１７、１７、・・・が細幅のリード部１１、１４の周囲にも存在するため、リ
ード部１１、１４の感度が低く、指が誤ってリード部１１、１４に接触した場合において
もスイッチ又はセンサーとして反応し難いようにし、誤操作の防止が図られている。
【００３７】
　逆に、一般に、ベース層４としてフィルム状の材料を使用した場合には抵抗値が高いた
め、グランド領域１７、１７、・・・の影響を受け易い。従って、スイッチ部（センサー
部）１５とグランド領域１７、１７、・・・の距離Ｈ（図３参照）を大きくすることが望
ましい。スイッチ部（センサー部）１５とグランド領域１７、１７、・・・の距離Ｈを大
きくすることにより、グランド領域１７、１７、・・・のスイッチ部（センサー部）１５
に対する影響を低減することができ、スイッチ部（センサー部）１５の感度の向上を図る
ことができる。
【００３８】
　スイッチ部（センサー部）１５の感度は、スイッチ部（センサー部）１５とグランド領
域１７の距離Ｈと、保護層６の厚みとの関係において制御することが可能である。即ち、
スイッチ部（センサー部）１５の感度は、距離Ｈが大きくなるに従って高くなるが、保護
層６の厚みが厚くなるに従って低くなる。
【００３９】
　図４は、スイッチ部（センサー部）１５とグランド領域１７の距離Ｈに対してスイッチ
部（センサー部）１５が動作可能な保護層６の厚みを測定したグラフ図である。この測定
においては、保護層６としてアクリルが用いられている。
【００４０】
　例えば、距離Ｈが０．６５ｍｍのときには保護層６の厚みが１．０ｍｍ以下であればス
イッチ部（センサー部）１５が正常に動作され、距離Ｈが０．７５ｍｍのときには保護層
６の厚みが２．０ｍｍ以下であればスイッチ部（センサー部）１５が正常に動作される。
【００４１】
　距離Ｈを大きくすると入力装置３が大型化され、保護層６の厚みを薄くすると入力装置
３が薄型化されるが強度が低下する。従って、スイッチ部（センサー部）１５の感度は、
入力装置３に必要とされる強度や入力装置３の厚み及び大きさ等を考慮して定める必要が
ある。
【００４２】
　以上のように構成された入力装置３において、回路パターン５の電極部９、１２には端
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子部１０、１３及びリード部１１、１４を介して電源回路から電圧が印加されており、例
えば、入力装置３の保護層６におけるスイッチ部（センサー部）１５に対応する部分に指
が接触されると、接触部分（電極部９、１２）が人体を通して大地と接続されて静電容量
が変化される。このとき静電容量の変化に応じた検出信号がそれぞれ図示しない検出回路
及び制御回路に送出され、接触箇所（センサー部１５）の位置座標の特定や接触箇所（ス
イッチ部１５）に応じた所定の機能が実行される。
【００４３】
　以下に、センス線と信号線の電極部の形状に関する変形例について説明する（図５乃至
図８参照）。
【００４４】
　第１の変形例に係る電極部９Ａ、１２Ａについては、図５に示すように、センス線７Ａ
の電極部９Ａが円環状に形成され、信号線８Ａの電極部１２Ａが円弧状に形成されている
。電極部９Ａと電極部１２Ａは同心円上に位置され、電極部１２Ａが電極部９Ａを外側か
ら囲むように位置されている。
【００４５】
　尚、上記には、センス線７Ａの電極部９Ａが円環状に形成され、信号線８Ａの電極部１
２Ａが円弧状に形成された例を示したが、逆に、図６に示すように、電極部９Ａを円弧状
に形成し、電極部１２Ａを円環状に形成し、電極部９Ａと電極部１２Ａを同心円上に位置
させて電極部９Ａが電極部１２Ａを外側から囲むように形成してもよい。
【００４６】
　第１の変形例にあっては、スイッチ部（センサー部）１５Ａが全体として円形状に形成
されているため、構成が簡素であると共にスイッチ部（センサー部）１５Ａの形成スペー
スが小さくて済み、入力装置３の製造の容易化及び小型化を図ることができる。
【００４７】
　第２の変形例に係る電極部９Ｂ、１２Ｂについては、図７に示すように、四つのセンス
線７Ｂ、７Ｂ、・・・にそれぞれ電極部９Ｂ、９Ｂ、・・・が設けられ、一つの信号線８
Ｂに電極部１２Ｂが設けられている。電極部９Ｂ、９Ｂ、・・・と電極部１２Ｂは全体と
して矩形状に形成され、電極部９Ｂ、９Ｂ、・・・間の部分に電極部１２Ｂが位置されて
いる。
【００４８】
　尚、上記には、四つの電極部９Ｂ、９Ｂ、・・・と一つの電極部１２Ｂによってスイッ
チ部（センサー部）１５Ｂを構成した例を示したが、逆に、一つの電極部９Ｂと四つの電
極部１２Ｂ、１２Ｂ、・・・によってスイッチ部（センサー部）１５Ｂを構成することも
可能である。
【００４９】
　また、上記には、スイッチ部（センサー部）１５Ｂを矩形状に形成した例を示したが、
スイッチ部（センサー部）１５Ｂ形状は矩形状に限られることはなく、例えば、円形状、
楕円形状、多角形状等の任意の形状に形成することが可能である。
【００５０】
　第２の変形例にあっては、スイッチ部（センサー部）１５Ｂの電極部９Ｂ、９Ｂ、・・
・と電極部１２Ｂが密集して位置されているため、スイッチ部（センサー部）１５Ｂの小
型化を確保した上で感度の向上を図ることができる。
【００５１】
　第３の変形例に係る電極部９Ｃ、１２Ｃについては、図８に示すように、センス線７Ｃ
の電極部９Ｃと信号線８Ｃの電極部１２Ｃがともに櫛形に形成され、電極部９Ｃと電極部
１２Ｃが組み合わせれることによりスイッチ部（センサー部）１５Ｃが構成されている。
【００５２】
　第３の変形例にあっては、スイッチ部（センサー部）１５Ｃの電極部９Ｃと電極部１２
Ｃが密集して位置されるため、スイッチ部（センサー部）１５Ｃの小型化を確保した上で
感度の向上を図ることができる。
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【００５３】
　また、第３の変形例にあっては、電極部９Ｃと電極部１２Ｃが櫛形に形成されているた
め構成が簡素であり、入力装置３の製造の容易化を図ることができる。
【００５４】
　以上に記載した通り、入力装置３にあっては、ベース層４と回路パターン５が何れも透
明な材料によって形成されているため、透明性が高く入力装置３の用途や配置される場所
を拡大することができる。
【００５５】
　また、入力装置３にあっては、ベース層４の一方の面４ａに回路パターン５を形成して
いるため、回路パターン５の形成が容易であると共に入力装置３の薄型化を図ることがで
きる。
【００５６】
　さらに、ベース層４がフィルム状の材料によって形成されているため、屈曲性が高く、
入力装置３の使用用途を広げることができる。
【００５７】
　さらにまた、センス線７、７Ａ、７Ｂ、７Ｃと信号線８、８Ａ、８Ｂ、８Ｃが隣接する
位置に形成されているため、スイッチ部（センサー部）１５、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃの
形成スペースが小さくて済み、入力装置３の小型化を図ることができる。
【００５８】
　加えて、ベース層４上にセンス線７、７Ａ、７Ｂ、７Ｃと信号線８、８Ａ、８Ｂ、８Ｃ
を覆う透明な保護層６を形成しているため、センス線７、７Ａ、７Ｂ、７Ｃと信号線８、
８Ａ、８Ｂ、８Ｃの損傷を防止することができると共に入力装置３の高い透明性を確保す
ることができる。
【００５９】
　尚、筐体２の表面にタッチスイッチとして機能する入力装置３を貼り付けて使用するこ
とにより、筐体２に機械的に操作される突状のスイッチを設ける必要がなく、電子機器１
の構造の簡素化及びデザイン性の向上を図ることができる。
【００６０】
　上記した最良の形態において示した各部の具体的な形状及び構造は、何れも本発明を実
施する際の具体化のほんの一例を示したものにすぎず、これらによって本発明の技術的範
囲が限定的に解釈されることがあってはならないものである。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】図２乃至図８と共に本発明入力装置及び電子機器の最良の形態を示すものであり
、本図は、電子機器の概略分解斜視図である。
【図２】入力装置の概略拡大断面図である。
【図３】入力装置の回路パターンを示す概念図である。
【図４】スイッチ部（センサー部）とグランド領域の距離に対してスイッチ部（センサー
部）が動作可能な保護層の厚みを測定したグラフ図である。
【図５】図６乃至図８と共に電極部の形状に関する変形例を示すものであり、本図は、第
１の変形例を示す概念図である。
【図６】別の第１の変形例を示す概念図である。
【図７】第２の変形例を示す概念図である。
【図８】第３の変形例を示す概念図である。
【符号の説明】
【００６２】
　１…電子機器、２…筐体、３…入力装置、４…ベース層、４ａ…一方の面、５…回路パ
ターン、６…保護層、７…センス線、８…信号線、７Ａ…センス線、８Ａ…信号線、７Ｂ
…センス線、８Ｂ…信号線、７Ｃ…センス線、８Ｃ…信号線
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